
―
偏
っ
た
住
宅
配
置
改
め
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
再
構
築
を
―

問

市
内
公
営
住
宅
の
応
募
倍

率
は
市
営
で
最
高
三
十
六
倍
、

府
営
で
七
十
八
倍
と
狭
き
門
。

高
齢
者
や
ひ
と
り
親
、
障
が
い

者
、
ハ
ン
セ
ン
病
、
犯
罪
被
害

者
が
福
祉
世
帯
と
さ
れ
る
。
こ

の
実
態
に
近
い
延
べ
人
数
に
対

し
て
の
公
営
住
宅
の
割
合
は
、

リ
ー
ジ
ョ
ン
毎
に
中
鴻
池
で
十

四
％
、
若
江
岩
田
、
楠
根
、
近

江
堂
の
順
で
六
％
前
後
。日
下
、

布
施
は
〇
・
三
五
％
前
後
、
四

条
は
〇
％
と
異
常
な
配
置
状
況

で
あ
る
。
高
齢
者
や
小
中
学
生

の
い
る
世
帯
の
転
居
は
困
難
が

伴
う
。
少
な
い
地
域
の
改
善
を

は
か
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
と

り
わ
け
北
蛇
草
、
荒
本
の
住
宅

で
六
百
戸
以
上
の
空
き
家
が
あ

る
。
現
在
の
計
画
で
は
空
き
家

分
を
含
め
現
地
建
て
替
え
を
予

定
し
て
い
る
が
、
少
な
く
と
も

空
き
家
分
の
大
半
を
公
営
住
宅

の
無
い
地
域
に
再
配
置
せ
よ
。

建
築
部
長

ご
指
摘
の
全
市
的

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構

築
は
、
計
画
の
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
今
後
関
係
部
局
と
と

も
に
検
討
す
る
。

―
市
委
託
事
業
で
の
最
低
賃
金

以
下
雇
用
に
つ
い
て
―

問

以
前
、
子
供
安
全
パ
ト
ロ

ー
ル
で
委
託
先
企
業
が
当
時
の

最
低
時
給
八
百
三
十
八
円
を
下

回
る
八
百
円
で
労
働
者
を
雇
用

し
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
、
給

与
明
細
を
見
せ
て
質
問
し
た
。

当
時
教
育
委
員
会
は
業
者
の
言

い
分
を
鵜
呑
み
に
し
て
帳
簿
な

ど
の
客
観
証
拠
の
確
認
を
し
な

か
っ
た
の
は
何
故
か
。
ま
た
今

後
、
契
約
書
で
賃
金
台
帳
や
給

与
明
細
な
ど
の
証
拠
書
類
の
提

出
を
求
め
、
二
度
と
起
き
な
い

よ
う
対
処
せ
よ
。

学
校
教
育
部
長

口
頭
で
、
最

低
賃
金
以
下
の
雇
用
は
な
い
と

確
認
し
て
い
る
。個
々
の
賃
金
支

払
い
に
は
労
働
基
準
監
督
署
が

是
正
勧
告
す
る
も
の
。来
年
度
に

つ
い
て
は
、
契
約
書
で
仕
様
の

内
容
の
履
行
を
求
め
、
な
お
一

層
の
改
善
に
向
け
て
協
議
す
る
。

―
中
高
友
の
会
を
廃
止
し
、全
市

的
な
学
習
支
援
に
転
換
を
―

問

旧
同
和
の
特
別
扱
い
と
し

て
長
瀬
、
荒
本
の
青
少
年
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
中
学
友
の
会
、

高
校
友
の
会
と
年
五
百
七
十
万

円
余
り
の
予
算
で
学
習
支
援
が

行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
過

労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
勤
務
す

る
よ
う
な
教
員
も
携
わ
っ
て
い

る
。
一
方
、
市
内
全
体
の
生
活

保
護
受
給
世
帯
の
学
習
支
援
に

三
百
万
円
で
効
果
を
上
げ
て
い

る
。な
ら
ば
友
の
会
を
廃
止
し
、

全
体
の
学
習
支
援
に
転
換
せ
よ
。

社
会
教
育
部
長

時
代
の
変
化

や
市
民
ニ
ー
ズ
の
観
点
か
ら
も
、

事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
今
後

検
討
す
る
。

―
就
学
援
助
の
充
実
は
急
務
―

問

就
学
援
助
制
度
は
、経
済
的

困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
て
援
助
を
行
い
、児
童
生
徒

に
教
育
の
機
会
を
保
障
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。現
在
、

本
市
の
就
学
援
助
の
認
定
基
準

は
、
世
帯
人
数
が
四
人
の
場
合

で
所
得
合
計
が
二
百
八
十
万
円

と
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、現
実
的

に
こ
れ
で
は
大
変
だ
と
い
う
保

護
者
の
声
が
届
い
て
い
る
。
非

正
規
雇
用
が
増
え
、
ダ
ブ
ル
ワ

ー
ク
・
ト
リ
プ
ル
ワ
ー
ク
し
て

何
と
か
生
活
を
維
持
し
て
い
る

家
庭
も
少
な
く
な
い
現
状
で
あ

る
。
こ
う
し
た
現
状
が
負
の
連

鎖
を
招
き
、
学
校
に
通
う
こ
と

す
ら
大
変
に
な
っ
て
い
る
。
就

学
援
助
の
認
定
基
準
を
引
き
上

げ
て
、
お
金
の
心
配
な
く
教
育

を
受
け
る
権
利
を
保
障
す
る
こ

と
が
今
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、就
学
援
助
の
入
学
準
備
金
が

現
在
七
月
に
支
給
さ
れ
て
い
る

が
、
入
学
す
る
た
め
の
準
備
費

用
は
入
学
前
に
必
要
で
あ
る
。支

給
時
期
を
三
月
に
変
更
す
る
こ

と
を
来
年
度
か
ら
実
施
し
、家
庭

の
事
情
に
よ
っ
て
、
新
し
い
学

び
の
ス
タ
ー
ト
で
つ
ま
ず
く
こ

と
の
な
い
よ
う
支
援
で
き
る
よ

う
に
改
善
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

学
校
教
育
部
長

就
学
援
助
制

度
は
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

が
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者

に
対
し
て
援
助
を
行
い
、
教
育

の
機
会
均
等
を
図
る
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
に
関
す
る
施
策
の
一
つ

と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
も

の
と
考
え
る
。
認
定
基
準
の
引

き
上
げ
は
予
算
措
置
を
伴
う
の

で
、
可
能
か
検
討
し
て
い
く
。

入
学
準
備
金
の
前
倒
し
支
給
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

実
現
の
た
め
に
は
、
シ
ス
テ
ム

改
修
、
そ
の
他
の
諸
問
題
の
解

決
に
時
間
を
要
す
る
が
、
早
期

実
現
に
向
け
鋭
意
努
力
す
る
。

基
準
引
き
上
げ
、
入
学
準
備
金
を
入
学
前
に
�

―
市
の
名
称
を
冠
し
た
新
駅

名
に
つ
い
て
―

問

私
は
先
の
議
会
に
お
い
て
、

東
大
阪
市
の
人
口
流
出
・
人
口

減
少
を
防
ぐ
施
策
を
具
体
的
に

構
築
す
る
た
め
、
若
手
の
市
職

員
や
大
学
生
、
子
育
て
世
代
も

含
め
た
組
織
を
立
ち
上
げ
、
総

合
的
な
計
画
を
早
急
に
立
ち
上

げ
る
べ
き
と
提
言
し
、
質
問
し

た
。
そ
の
後
、
当
局
は
私
の
提

言
な
ど
を
踏
ま
え
、
東
大
阪
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
を
策
定
さ
れ
た
と
聞
き
及

ん
で
い
る
。
多
く
の
人
を
東
大

阪
市
内
に
呼
び
込
み
、
住
み
た

く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

に
は
、
東
大
阪
市
の
都
市
機
能

の
強
化
、
鉄
軌
道
の
拡
充
が
重

要
で
あ
る
。
大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル

の
門
真
以
南
か
ら
東
大
阪
市
ま

で
の
九
キ
ロ
を
早
急
に
南
伸
さ

せ
、
利
便
性
の
さ
ら
な
る
向
上

を
図
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
事
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
モ
ノ
レ
ー
ル
は
東
大
阪
市

役
所
近
辺
に
駅
が
で
き
、
駅
名

（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

日
本
共
産
党

代
表
質
問

上
原

賢
作

個
人
質
問

市
田

綾
乃

自
民
党
ク
ラ
ブ

個
人
質
問

上
野

欽
示

三
面
か
ら
六
面
の
内
容
は

各
会
派
が
責
任
を
も
っ
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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（
本
会
議
の

質
問
な
ど

）

都
市
力
を
高
め
人
口
減
少
を
ス
ト
ッ
プ
�

都
市
機
能
の
充
実
と
職
員
の
資
質
向
上
を
急
げ

公

平

公

正

な

行

政

執

行

を

�

経

済

的

困

難

な

市

民

へ

の

応

援

を

�
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